
様式８ 

「川づくり団体」部門 

 

 

河川基金助成事業  

 

 

 

 

「堀川検定（仮称）の制作と実施体制の構築」 

 

 

 

 

 

助成番号：2021-6112-015 

 

水辺とまちの入口研究所 

秀島栄三 

 

 

 

2021 年度  



 

 

1．はじめに 

 

名古屋の堀川は、清洲城と城下町を今の名古屋都心部に移転した後、1610 年に開削さ

れ、つくられた川である。感潮河川でほとんど流れがなく、高度経済成長期には水質悪化

が著しくなった。その後、マイタウン・マイリバー整備などの公共事業、堀川 1000 人調

査隊などの市民参加の動きが活発化し、近年では水質は改善する方向に向かっている。

人々、店舗は川沿いに戻りつつあるが、名古屋の母なる川でもあり、都心にあるにもかか

わらず、市民の誰もがよく知っているという状況にはない。 

そこで、水辺とまちの入口研究所では、少しでも多くの人に名古屋の堀川に関心をも

ってもらうために、堀川に関する知識を問う「堀川検定」を実施し、上級編合格者を「堀

川アンバサダー」に任命し、堀川の魅力を広めてもらい、川を活かした地域づくりに厚み

が増すことを期待した。今後も継続的に実施できるよう専用ウェブサイトを立ち上げ、初

級編、中級編、上級編を運営する体制を構築した。以下では事業の内容、成果をまとめる

とともに今後の展望に言及する。 

 

図 1 堀川検定ウェブサイト・ホームページ 

 

２．事業の全容 

2.1 検定のかたち 

当初は「一般社団法人まちづくり推進機構」による「まちづくり検定」の枠組みに沿う

ことを予定していたが、先方からその必要はないとのご判断をいただき、独自の方法を模

索することとした。 

また、試行 30 名と本格実施 300 名を目指していたが、前者を初級編とし、ウェブ上で不

特定多数の受験者が何回でも受験可能、自己採点可能にして敷居を下げるとともに、後者

を中級編・上級編とし、今後に続けることを念頭に試行の側面も持つ形に組み直し、70 名



 

 

定員と小規模にして 64 名の申込者数を得た。 

・初級編：いつでも簡単に実力チェックできる。ウェブサイト上で試験、○×式。 

・中級編：年１回の試験日に向けて学び受験する。ウェブサイト上で試験、択一式。 

・上級編：中級合格者に問題を郵送、論文式。2 週間内に解答を作成、提出する。 

中級編合格者は上級編を受験可能であり、上級編合格者のうち優秀者を堀川アンバサダー

に任命することとした。 

 

2.2 申込から受験までのながれ 

初級編はいつでも誰でも受験、自己採点を可能とする。中級編は、事前に申込み、決

められた日にオンラインで受験する。中級編合格者には上 

級編の問題を送り、2 週間以内に問題を解くこととした。 

▶中級編 申込 

2021 年 12 月 20 日（月）から 

2022 年 1 月 20 日（木）まで 

 ↓ 

▶オンライン試験日 

2022 年 1 月 30 日（日）10 時から 11 時 

 ↓ 

▶中級編 結果発表・合格者へ上級編受験 ID 等連絡 

2022 年 2 月 13 日（日） 

 ↓ 

▶上級編 解答期限 

2022 年 2 月 27 日（日） 

↓ 

▶上級編 結果発表                図 2 各レベルの出題イメージ 

2022 年 3 月 20 日（日）                   

上級編合格者を堀川アンバサダーに任命する。愛知県のまん延防止等重点措置を受

け、任命式は 5 月 6 日の堀川フラワーフェスティバル開会式の中で行うこととした。 

 

2.3 実施主体 

「堀川まちづくりの会」で堀川検定の企画を提案し、会の事務局である名古屋市の関

係部局、会に参加する５つの団体の協力を得て実施することとした。 

・名古屋市緑政土木局河川部 

・名古屋市上下水道局企画経理部 

・堀川 1000 人調査隊 

・堀川文化探索隊 

・堀川文化を伝える会 

・堀川まちネット 

・レトロ納屋橋まちづくりの会 



 

 

 

図 3 編集作業 

 

5 団体に問題原案の作成を依頼、「水辺とまちの入口研究所」でも問題を作成、堀川に

関する歴史、文化、環境、事業などさまざまな分野から出題した。出題分野に偏りが生じ

ないこと、文言の統一性などを考慮するために編集作業を行った。 

11 月に市 2 部局、有識者 2 名、「水辺とまちの入口研究所」で構成する「監修委員会」

を開催し、初級編、中級編、上級編の出題内容を固めた。「監修委員会」は検定終了後に

採点の妥当性、合格者の選定について検証を行った。 

 

 

図 4 監修委員会 

 

 出題準備と並行して堀川検定専用のウェブサイトを作成した。ホームページ（図 1）、

堀川検定とは？、学習ガイド、堀川検定初級編（クイズ）、実施概要・申込の各ページで

構成し、大学のオンライン授業などで用いられるフリーフェア Moodle を使って中級編の

受験プロセスをオンライン上で可能にした。ウェブサイト上の仕組みは今後の開催におい

ても若干の加筆修正を施すことで利用可能なものとした。 

表 1 に全作業行程をまとめた。 



 

 

表 1 全作業行程 

 

 

2.4 広報 

以下のキャッチコピー、コンセプトをベースにして、水辺とまちの入口研究所 HP、同

Facebook、堀川検定 Twitter、同 Instagram を使って周知に努めた。受験促進に向けて缶

バッジ、検定ロゴマークの焼印、堀川アンバサダー用バッジを作成した。 

 

 

「名古屋の母なる川を知っているか めざせ！堀川アンバサダー」 

 

堀川に関する深い知識を問う、 2021 年に創設された新しい検定。 

本当の名古屋らしさを知りたいと思うなら、「堀川」を極めましょう。 

川が育む、まち、人、産業、文化が見えてきます。 

知りたい、極めたい。その想いを堀川関係団体が応援します。 

堀川を極めた人には堀川の魅力を広める役 “アンバサダー” になってください！ 

 

  

市の勧めもあって広報なごや 1 月号に告知を掲載していただいた。また、新聞にも予

告する記事が掲載された。 



 

 

 

図 5 Twitter 一例 

 

 

図 6 Instagram 一例 



 

 

 

図 7 広報なごや令和 4 年 1 月号 掲載記事 

 

 

図 8 読売新聞 2022 年 1 月 13 日朝刊 掲載記事 
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３．出題と結果 

中級編ではおよそ図 9 のような問題 30 題を出題した。四肢選択である。なお、今後の

展開上、差し障りがあるので一部伏せることをご容赦願いたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 中級編出題例 

 

 受験の結果がどのようであったかをまとめる。 

 

         図 10 中級編解答状況 



 

 

 

図 11 中級編解答状況 

 

上級編では図 12 のような 5 問を出題した。2 週間のうちに撮影を求める問題、図書館

などで資料を収集することで解答可能な問題などである。 

 

図 12 出題内容 



 

 

 中級編合格者 10 名のうち上級編について解答を提出した者は 9 名であった。 

 採点方法として、5 問×20 点＝100 点満点とし、スタッフ 5 人が採点した結果の平均に

対し、監修委員会から意見をもらい、場合によって採点を見なすこととした。採点して疑

義が生じた場合は監修委員会に諮ることとした。 

 

表 2 上級編得点結果 

 
 

監修委員会での意見交換の結果、以下のように採点を修正した。 

 

表 3 監修委員会による得点の修正 

 
 

 採点を修正してもなお 3 番目と 4 番目が僅差であったため、当初 3 人とすることを予定

していた堀川アンバサダーを 4 人にすることに変更した。 

 

４．まとめと今後の展開 
以上のようにして、名古屋市、諸団体の協力を得て無事に「堀川検定 2022」を終えるこ

とができた。参加者数なども成果のうちであるが、中級編の実施後に参加者に依頼したア

ンケート調査の回答が今後の展開にとても役立つ示唆深いものとなった。回答いただいた

参加者にも深く感謝申し上げたい。 

以下にアンケートの結果と考察をまとめる。まず、名古屋市外、長崎からも受験があっ

たことは特筆すべきことであろう。コロナ禍を受けて完全オンラインにしたことが「禍転

じて福」となった。そして堀川で活動する主要な層は 60-70 代であるが、受験者の年齢層

は明らかに下方にシフトしている。広報なごやで知った人が多かったこともあり、必ずし

も堀川に深く接することがない層を取り込めた。 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

出題内容については難しいという印象が強かったようである。このことも含め、感想や

意見を踏まえ、次回以降に検定の実施方法、出題内容を検討していきたい。以下に自由記

述の感想や意見を掲載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堀川検定 2022 については、愛知県のまん延防止等重点措置を受け、堀川アンバサダー任

命式を 5 月 6 日の堀川フラワーフェスティバル開会式の中で行うこととした。他にウェブ

サイトでアンバサダーを紹介、検定をふりかえる解説会の開催を予定する。 

堀川検定 2023 については、次のような展開を計画している。 

・企画立案 

・学ぶ機会づくり（講座、まちあるき、過去問集など） 

・問題作成 

・公式サイト、SNS（Twitter、Instagram、Facebook）による広報 

・受験者の募集、受付 

・中級編試験の実施、採点、合格者発表 

・上級編試験の実施、採点、合格者発表 

・アンバサダーに関与してもらう方法についての検討 

最後になるが、これまで堀川に関心を持つ人はきわめて限られていることをこの河川の

課題と感じていた。本事業を通じて県外の受験者、若年層、この種の検定を受験すること

が好きな人などこれまでと異質な層に関心層を拡げることができた。出題内容、方式、周

知方法の質、評判を高めていき、さらに層を拡げていきたい。 
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3.川づくり団体部門                         [実施箇所位置図] 

助成番号 助成事業名 所属・助成事業者氏名 

2021-6112-015 堀川検定（仮称）の制作と実施体制の構築 
水辺とまちの入口研究所・秀島栄
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 主な実施箇所 川縁（水まち研が借りている堀川沿いにある共有スペース）／ウェブサイト 
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延べ参加人数 一般 初級 不明(Web閲覧),中級 64名,上級 10名 スタッフ・事務局 5名 

マスコミの反響 読売新聞 2022.1.13 
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